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　戦争の悲惨さ、平和の尊さ
を未来へ伝えるため、非核平
和事業を開催します。
とき　８月14日㈬
　午後１時30分から
※事前申込不要
ところ　文化会館
内容　いしぶみ
※原爆被害の実相と平和の大切
さを伝える「サダコと祈り鶴」
ポスターも展示

定員　100人（先着順）
費用　無料
※未就学児の保育あり。３人ま
で。８月７日㈬までに電話ま

たはFAXで申し込み
主催　門真市、門真市教育委員
会、門真市人権協会

申込・問合先
　人権女性政策課
　☎０６(６９０２)６０７９
　FAX０６(６９０５)３２６４

　「こども110番の家運動」は、子どもたちがト
ラブルに巻き込まれそうになったとき、助けを求
めてかけ込むことができるように、地域の協力家
庭（店、事業所などを含む）が目印となる旗やタ
ペストリーなどを掲げて被害を最小限に止めよう
とする運動です。
　市では旗などを無償で配布
しています。子どもたちが安
心して暮らせる環境を確保す
るため、ご協力をお願いしま
す。
配布物　旗、タペストリー
申込方法　直接
※在庫がない場合あり
申込・問合先
　社会教育課
　☎０６(６９０２)７１３９

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈

念
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

　

広
島
市
は
８
月
６
日
㈫
、
長
崎
市

は
８
月
９
日
㈮
に
原
爆
の
日
を
迎
え

ま
す
。
原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と
世

界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念
し
て
、

家
庭
や
職
場
で
原
爆
投
下
時
刻
か
ら

１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

黙
と
う
時
間
（
１
分
間
）

◦
８
月
６
日
㈫
午
前
８
時
15
分

◦
８
月
９
日
㈮
午
前
11
時
２
分

問
合
先　

人
権
女
性
政
策
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
７
９

第
38
回
人
権
啓
発
詩
・

読
書
感
想
文
を
募
集

　

府
、
府
教
育
委
員
会
、
人
権
啓
発

推
進
大
阪
協
議
会（
愛
ネ
ッ
ト
大
阪
）

で
は
、
人
権
に
つ
い
て
身
近
に
考
え

て
も
ら
う
た
め
人
権
に
関
す
る
詩
と

読
書
感
想
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

府
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
（
義
務
教
育
学
校
を
含
む
）
、

支
援
学
校
の
小
・
中
学
部
生

募
集
テ
ー
マ

　

人
権
の
尊
さ
や
お
互
い
の
人
権
を

守
る
こ
と
、
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
、
平

和
の
尊
さ
を
訴
え
る
こ
と
な
ど

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

応
募
方
法　

９
月
４
日
㈬
ま
で
に
郵

送
（
必
着
）

応
募
・
問
合
先

　

〒
５
７
１
︲
８
５
８
５
「
門
真
市

役
所
」
人
権
女
性
政
策
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
７
９

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

「
い
じ
め
」
や
親
か
ら
の
虐
待
な

ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

次
の
日
程
は
相
談
時
間
を
延
長
す

る
な
ど
受
付
体
制
を
強
化
し
て
、
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

８
月
29
日
㈭
～
９
月
４
日
㈬

※
受
付
は
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
～
午
後
５
時

相
談
員

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
先　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

問
合
先　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
０
６（
６
９
４
２
）９
４
９
６

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

工
事
に
対
す
る
補
助
制
度

（
今
年
度
限
り
）

対
象

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
撤
去
す
る
工
事

◦
道
ま
た
は
公
園
等
に
面
し
て
い
る

◦
高
さ
が
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
、
か
つ
道
ま
た
は
公
園
な
ど
ま

で
の
水
平
距
離
よ
り
高
い

◦
簡
易
点
検
で
不
適
合
と
な
っ
た

※
建
築
物
に
付
属
し
な
い
青
空
駐
車

場
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
含
む

補
助
額　

費
用
の
３
分
の
２
（
上
限

15
万
円
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

※
法
人
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
対
象

外
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

問
合
先

　

建
築
指
導
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
３
４
６

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

　
こ
の
道
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
世
界
に
続
く
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め
と
び
ら

　

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
は
、
道
路
の

役
割
と
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
の
国
民
的
運
動
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
10
日
は
「
道
の
日
」

で
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
道
路
を
、
常
に
広
く
美
し
く
す
る

気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
安
全
に
利
用

す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
道
路
を
快
適
に
使
う
ポ
イ
ン
ト

◦
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
を
捨
て
な
い

◦
看
板
類
や
商
品
な
ど
を
道
路
に
は

み
だ
し
て
設
置
し
な
い

◦
違
法
駐
車
や
自
転
車
な
ど
の
放
置

を
し
な
い

◆
道
路
付
属
施
設
に
つ
い
て

　

道
路
照
明
灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
排
水
施
設
な
ど
の

道
路
付
属
施
設
に
故
障
や
道
路
の
穴

が
あ
る
と
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
付
き
の
際

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

土
木
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
４
８
７

８
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭
は

市
立
小
・
中
学
校
を
閉
庁

　

教
職
員
の
休
暇
取
得
促
進
を
図
る

た
め
、
市
立
小
・
中
学
校
の
閉
庁
日

を
設
け
ま
す
。
転
出
・
入
の
手
続
き

や
学
校
へ
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
、
こ
の
期
間
外
に
お
願
い
し
ま

す
。
緊
急
時
は
学
校
教
育
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
通
常
ど
お

り
開
設

問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
１
０
７

進
路
選
択
支
援
事
業

　

専
門
相
談
員
が
進
路
選
択
や
奨
学

金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
時　

原
則
、
月
・
水
曜
日

　

午
後
１
時
20
分
か
ら
、
午
後
２
時

40
分
か
ら

と
こ
ろ　

学
校
教
育
課

費
用　

無
料

申
込
方
法　

電
話
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
０
４
２

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る

か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が

行
う
試
験
で
す
。
合
格
し
た
人
は
高

校
へ
入
学
す
る
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

対
象

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で

あ
っ
た
人
で
、
２
年
３
月
31
日
㈫

ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
、

２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
満
15
歳

に
達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終

わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き

な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
人

③
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
満
16
歳

以
上
に
な
る
人

※
①
④
に
当
て
は
ま
る
人
を
除
く

④
日
本
国
籍
を
有
さ
ず
、
２
年
３
月

31
日
㈫
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な

る
人

と
き　

10
月
24
日
㈭

と
こ
ろ　

府
立
労
働
セ
ン
タ
ー

試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

受
験
案
内
配
布
場
所　

学
校
教
育
課

申
込
期
間　

８
月
19
日
㈪
～
９
月
６

日
㈮
（
消
印
有
効
）

問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
０
４
２

守も
り

口ぐ
ち

市し

立り
つ

さ
つ
き
学が

く

園え
ん

夜や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ
う

生せ
い

徒と

を
募ぼ

集し
ゅ
う

　

夜や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ
うは

、
い
ろ
い
ろ
な
事じ

情じ
ょ
う

で
小

し
ょ
う
・
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うで
き
な
か
っ

た
人ひ

と

が
夜よ

る

に
学ま

な

ぶ
と
こ
ろ
で
す
。

対た
い

象し
ょ
う　

府ふ

在ざ
い

住じ
ゅ
うで

、
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

の
年ね

ん

齢れ
い

を
超こ

え
て
い
る
、
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
て
い
な
い
人ひ

と

※
外が

い

国こ
く

籍せ
き

の
人ひ

と

も
入

に
ゅ
う

学が
く

可か

※
小

し
ょ
う
・
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
教

き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
ら
れ
ず
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

た
人ひ

と

も
相そ

う

談だ
ん

可か

と
こ
ろ　

守も
り

口ぐ
ち

市し

立り
つ

さ
つ
き
学が

く

園え
ん

（

守も
り

口ぐ
ち

市し

春か
す

日が

町ち
ょ
う

13
︲
26
）

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
う　

無む

料り
ょ
う

申も
う
し

込こ
み

期き

間か
ん　

８
月が

つ

26
日に

ち

㈪げ
つ

～
９
月が

つ

10

日に
ち

㈫か

の
平へ

い

日じ
つ

申も
う
し

込こ
み

・
問と

い

合あ
わ
せ

先さ
き　

守も
り

口ぐ
ち

市し

立り
つ

さ
つ
き

学が
く

園え
ん

夜や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ
う

　

☎
０
６（
６
９
９
１
）０
６
３
７

ご
み
の
持
込
み
は
電
話
予
約
が
必
要

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み

を
持
込
む
場
合
は
、
事
前
に
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。
予
約
な
し
で
持
込

ま
れ
た
ご
み
は
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
　
　
　
　
　

☎
０
６（
６
９
０
９
）３
５
５
１

予
約
方
法　

ご
み
を
持
込
む
日
の
前

日
（
平
日
）
ま
で
に
電
話

※
受
付
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分

持
込
み
で
き
る
日
時　

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
15
分
～
正
午
、
午
後
１

時
15
分
～
午
後
４
時

※
祝
日
を
含
む

持
込
で
き
る
ご
み
の
種
類

　

可
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
な
ど
の
一

般
廃
棄
物

※
産
業
廃
棄
物
は
持
込
み
不
可

問
合
先

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
課

　

☎
０
６（
６
９
０
９
）４
３
９
２

※
そ
の
ほ
か
の
人
も
申
込
可
。
個
別

安
置
・
記
名
料
が
割
増

内
容
・
費
用

◦
合
葬
…
５
万
円

◦
合
葬
・
個
別
安
置
…
10
万
円

◦
合
葬
・
記
名
…
15
万
円

◦
合
葬
・
個
別
安
置
・
記
名
…
20
万

円
申
込
方
法

　

申
請
書
と
必
要
書
類
を
郵
送
ま
た

は
持
参

※
申
請
書
は
飯
盛
霊
園
組
合
事
務
所

ま
た
は
環
境
対
策
課
で
配
布

申
込
・
問
合
先　

飯
盛
霊
園
組
合

　

☎
０
７
４
３（
７
８
）１
１
９
５

◆お盆の臨時バス時刻表
京阪大和田駅 ➡ 飯盛霊園

運行日
（８月）

時刻

10日㈯・
14日㈬

11日㈷・
12日㉁　 13日㈫ 15日㈭ 16日㈮

午前７時～８時 00・30 00・20・40 00・30 00 ―
午前９時 00・30 00・20・40 00・30 00 00
午前10時～11時 00 00・20・40 00・30 00 00
午後０時 00 00・20・40 00・30 00 ―
※８月11日㈷～16日㈮の開門時間は午前５時30分～午後８時。
　通常は午前７時～午後７時

８月は「こども110番月間」
旗などの物品を無償で配布

市人権講座「ともに生きる」
平和祈念映画上映会

飯
盛
霊
園
か
ら
の
ご
案
内

◆
飯
盛
霊
園
組
合
職
員
を
募
集

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰

申
込
期
間

　

８
月
15
日
㈭
～
９
月
５
日
㈭
の
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※
試
験
要
領
は
飯
盛
霊
園
組
合
総
務

課
で
配
布
、
飯
盛
霊
園
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

◆
合
葬
墓
「
虹
の
丘
」

対
象　

門
真
・
守
口
・
大
東
・
四
條

畷
市
在
住
の
人
。
ま
た
は
飯
盛
霊

園
の
墓
所
使
用
者

教

育

環

境

ま
ち
づ
く
り

人

権

飯
盛
霊
園
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